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株式の状況　（2022年9月30日現在）

（1）発行可能株式総数����������������������������� 27,500,000株
（2）発行済株式の総数������������������������������� 6,882,487株
（3）株主数������������������������������������������������������ 6,562名
（4）大株主の状況

株 主 名 持株数 持株比率
アクアウェッジ㈱ 993 千株 16.8 %
大成温調取引先持株会 770 13.1 
水谷日出夫 556 9.4 
㈶ぺんぎん奨学財団 350 5.9 
大成温調従業員持株会 266 4.5 
河村和平 89 1.5 
光通信㈱ 77 1.3 
和田ふみ子 75 1.3 
青木錠衛 60 1.0 
河村昌平 59 1.0 

（注）１．上記のほかに自己株式（986,208株）を保有しており、持株比率は自己株式を控除し
て計算しております。

２．2022年5月27日付で、ダルトン・インベストメンツ・エルエルシーより当社株式に
係る大量保有報告書（変更報告書）が関東財務局に提出されております。当該大量保
有報告書（変更報告書）において、2022年5月20日現在で同社が89千株を保有して
いる旨が記載されておりますが、当社として2022年9月30日現在における実質保有
株式数の確認ができていないため、上記大株主には含めておりません。

※その他ご不明な点は、上記の三井住友信託銀行株式会社証券代行部にお問い合わせください。

株 主 メ モ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日

定時株主総会・期末配当 毎年3月31日
中 間 配 当 中間配当を行う場合には9月30日

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
事 務 取 扱 場 所 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063　
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） R0120-782-031
公 告 方 法 電子公告の方法により、当社ウェブサイトに

掲載して行います。
ただし、電子公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。



株主の皆さまへ
　株主の皆さまには、日ごろから格別のご支援、ご愛
顧を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに当社第72期上期の業績についてご報告申し
上げるにあたり、謹んでご挨拶申し上げます。
　当社は、長期ビジョン「LIVZON DREAM 2030」
の実現に向け、中期経営計画「LIVZON DREAM 
2030 1st half!」を策定し、取組を進めております。 
2025年までの「1st half!」で基本方針の①基盤事業
の深耕、②成長への投資、③経営基盤の整備を実行す
ることにより『コア事業の収益性改善』と『成長のた
めの土台作り』を進め、企業価値の向上を図ってまい
りますと共に、ESGに注力した経営体制、情報発信体
制の構築を進めてまいります。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層の
ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

代表取締役社長執行役員　水谷 憲一

主要な事業内容

たてものを考える上で重要な
構成要素は、「構造」「設備」「意
匠」です。特に私たちが携わっ
ている「設備」の分野は、人々の
暮らしに密接に関連していま
す。

私たち大成温調が主に携わっ
ている「設備」は、建設業法上の
工種で「管工事」という種類で
す。まさに、空気や水の通り道
としての「管」にまつわる工事
を行うわけです。

空気調和・換気設備

空調の４要素（温度、湿度、清浄
度、気流分布）を調整したり、新
鮮な外気を取り入れ、汚染空気
を排除し、室内環境を整える設
備です。

給排水衛生設備

たてもの内に最適な条件（水
量、水圧、水質、温度）で水を供
給したり、汚水や雑排水を衛生
的に屋外や敷地外へ流すため
の設備です。

「総合たてものサービス企業」へ



財務ハイライト（連結）

　「技術センターSOU」は、佐藤工業株式会社の創業160周年記念
事業の一環として建設された研究施設で、施工のデジタル化や高
強度コンクリート、ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）などの技
術研究開発、工務の支援機能を担う拠点です。施設は「センター棟」

「実験棟」「音響実験棟」「テストフィールド」から構成されており、
様々な実験を行うことができます。

　センター棟では、「BELS評価☆☆☆☆☆（ファイブスター）」
（BELS評価とは「建築物の省エネ性能」を認証するための制度） 
および「Nearly ZEB」（Nearly ZEB とは再生可能エネルギーで
エネルギーを自ら作り出し、基準となるエネルギー消費量から
75％以上100％未満のエネルギー消費量を減らしているビル）認
証を取得しました。

　「Nearly ZEB」取得にあたって、具体的には太陽光による創エ
ネや地中熱を利用した省エネに取り組んでいます。

　このほかに、宮城県丸森町の役場庁舎や宮城県角田市の総合福
祉センターなど、ジョイントベンチャーでも様々なZEB案件を取
り組んでいます。

　大成温調では、これからも自然に優しいたてものを建設してま
いります。

　その他、施工実績は当社ウェブサイトより
ご覧いただけます。
https://www.taisei-oncho.co.jp/works/
index.html
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■売上高の推移
(単位:百万円)

■経常利益の推移

■親会社株主に帰属する中間（当期）純利益の推移

(単位:百万円)

中間期 通期

中間期 通期

中間期 通期

(単位:百万円)

※��当社グループの売上高は、通常の営業形態として、連結会計年度末に完成する
工事の割合が大きくなる傾向があり、一方、販売費および一般管理費などの固
定費は各四半期にほぼ均等に発生するため、利益が連結会計年度末に偏るとい
う季節的変動があります。

売上高

前年同期比1,098百万円減
19,683百万円

ポイント
売上高は、長工期案件の
受注や、一部工期延長の
影響により、前年同四半
期比5.3％減の196億83
百万円となりました。

経常利益
749百万円

前年同期比1,103百万円増
ポイント
経常利益は、一部の大型
工事で原価低減が図られ
たことや、大幅な円安の
影響で為替差益が計上さ
れたこと等により、７億
49百万円（前年同四半
期は経常損失３億53百万
円）となりました。

親会社株主に帰属する中間純利益

前年同期比804百万円増
417百万円

ポイント
親会社株主に帰属する
中間純利益は、経常利
益の影響等により、４億
17百万円（前年同四半
期は親会社株主に帰属す
る四半期純損失３億86
百万円）となりました。

センター棟外観

トピック

ZEB案件の推進
～佐藤工業株式会社【技術センターSOU】～



商 号
本 社 〒140-8515

東京都品川区大井一丁目49番10号
TEL.03（5742）7301㈹

創 業 1941年（昭和16年）４月３日
設 立 1952年（昭和27年）12月22日
資 本 金 51億9,505万7,500円
従業員の状況 607名
（2022年9月30日現在）

役 員 の 状 況
（2022年9月30日現在）

代表取締役社長執行役員 水谷　　憲一
取締役副社長執行役員 志田　　憲彦
取締役専務執行役員 玉置　　雅幸
取締役常務執行役員 今井　　康之
取締役常務執行役員 岡田　　浩二
取締役 野口　　光男 ※
取締役 大久保　和正 ※
取締役 伏見　　幸洋 ※
取締役 松下　　香織 ※
※監査等委員
注）大久保和正氏、伏見幸洋氏および松下香織氏は社外取締役

であります。

LIVZON DREAM 2030 1st half! 会社概況

株主の皆さまの声をお聞かせください株主さま向け
アンケート

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。（所要時間は5分程度です）

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（QUOカードPay500円）を進呈させていただきます
●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です

本アンケートは、株式会社リンクコーポレイトコミュニケーションズの提供する「e-株主リサーチ」
サービスにより実施いたします。 https://www.link-cc.co.jp

アンケートの
お問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」  MAIL：info@e-kabunushi.com

・・・・・・・・・・・・以下の方法でもアンケートにアクセスできます・・・・・・・・・・・・

いいかぶ 検索検索検索窓から

スマートフォンから
カメラ機能でQRコード読み取り→
QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

kabu@wjm.jp ←こちらへ空メールを送信
「件名」「本文」は無記入。アンケートのURLが直ちに自動返信されます。

https://www.e-kabunushi.com
アクセスコード 1904

①下記ＵＲＬにアクセス　　②アクセスコード入力後にアンケートサイトが表示

ESG経営推進委員会の設置
「取締役会」「経営会議」の下に社長を委員長とするESG経営推進委
員会を設置しました。
今後、ESGに関連した情報を積極的に開示してまいります。

取締役会

経営会議

【委員長】
社長

ESG経営推進委員会

【副委員長】
副社長・管掌役員

【事務局】
総合企画室

本店・支店・事業部・本部、グループ会社

2025年までをターゲットとした中期経営計画を策定
いたしました。
詳細は当社ウェブサイトにて公開しておりますので、
ぜひご覧ください。
https://www.taisei-oncho.co.jp/ir/businessplan/

機能戦略
サービス機能の水平・垂直統合
サービスポートフォリオの構築

DX戦略
経営のデジタル化
ビジネストランスフォーメーション

地域戦略
地域ポートフォリオの構築
地域企業との提携強化 総合たてもの

サービス企業

技術提案・コンサルティング

総合リノベーション

トータル診断・メンテナンス

エネルギーソリューション

DXソリューション

総合環境解析ソリューション

専門設備
工事会社


